
両生類 

オオヒキガエル （Bufo marinus） 

ヘリグロヒキガエル （B. melanostictus）  

アフリカヒキガエル （B. regularis） 

キューバズツキガエル （Osteopilus septentrionalis） 

コーキコヤスガエル （E. coqui） 

ジョンストンコヤスガエル （E. johnstonei） 

オンシツガエル （E. planirostris）  

アジアジムグリガエル （K. pulchra） 

ウシガエル （Rana catesbeiana） 

シロアゴガエル （Polypedates leucomystax） 

オオサンショウウオ以外のオオサ

ンショウウオ属、オオサンショウ

ウオ属内の種間の交雑個体 

All species of the genus Andrias excluding A. japonicus 

/ Any living hybrid organisms of species of the genus 

Andrias 
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形態的特徴

大型のメスは頭胴長150mmに達するが、東南アジア産のものは50～60mmのものが多い。ヒキガエル科の他の種と同様、
ずんぐりした体型をして、頭部後方の耳腺、粗面の皮膚、短い後肢などをそなえる。鼓膜は明瞭で、繁殖期のオスは喉が

オレンジ色になる。本種の特徴として、眼の周囲から吻端、上唇が黒い隆条で縁取られ、背面のイボの先端も黒く着色す

る。和名及び英名はこの特徴を示している。

ヘリグロヒキガエル

学名：Bufo melanostictus
英名：Black-spined toad
原産地と分布：中国南部、台湾からアジア熱帯域（東南アジア、

南アジア）に広く分布

分類：カエル目ヒキガエル科ヒキガエル属

未判定外来生物：ヒキガエル属の全種（特定外

来生物と在来種を除く）

種類名証明書添付生物：ヒキガエル属の全種

（ただし幼生についてはカエル目全種）

特記事項 ：ヘリグロヒキガエルは、東南アジアや中国南部から輸入される観葉植物に混入するケースがしばしば見られ

る。よって税関において注意すべき種であり、今後、混入による南日本への侵入・定着を警戒する必要がある。

眼の周囲から吻端、上唇が
黒い隆条で縁取られる

ミヤコヒキガエル
（在来種）

体表のイボの先も黒い

アズマヒキガエル
（在来種）

全ての写真提供：自然環境研究センター

日本産のヒキガエルには、眼の周囲から吻端に至る黒い縁取りがない。



形態的特徴

・中大型。オスの頭胴長は62-91mm、メスでは70-130mm

・ヒキガエル科の他の種と同様、ずんぐりした体型で、頭部後方に耳腺を持ち、粗面の皮膚、短い後肢をそなえる。

・本種の特徴として、頭頂部には特徴的な十字形の明色模様があり、眼上に顕著な褐色横線がある。

背面正中線には細い矢状帯がある。

アフリカヒキガエル

学名：Bufo regularis, Sclerophrys regularis, Amietophrynus regularis

別名：ジョウモンヒキガエル
英名：African common toad, Egyptian toad

原産地と分布：アフリカ大陸に広く分布

（サハラ砂漠など極端な乾燥地以外）

分類：カエル目ヒキガエル科ヒキガエル属 

未判定外来生物：ヒキガエル属（Bufo）の全種
（特定外来生物と在来種を除く）

種類名証明書添付生物： ヒキガエル属（Bufo）の全種

（ただし幼生についてはカエル目全種）

特記事項 ：かつては未判定外来生物であったが、輸入届出を受け、生態系等に係る被害を及ぼすおそれがあるか否かについて
判定し、2024年７月に特定外来生物に指定。今後、混入等による南日本への侵入・定着を警戒する必要がある。

ミヤコヒキガエル
（在来種）

頭頂部の十字型の明色模様

アズマヒキガエル
（在来種）

アズマヒキガエル、ミヤコヒキガエル
の写真提供：自然環境研究センター

日本産のヒキガエルには、頭頂部の十字形模様や眼上の横線がない。

眼上の褐色横線

細い矢状帯
© 2011 Martin Pickersgill© 三谷伸也



MIZUNO17
頁隠し



MIZUNO17
頁隠し



形態的特徴：小型のカエルで、成熟個体の頭胴長は雄で1.7〜2.5 cm前後、雌で1.7〜3.5 cm前後。背側皮膚は滑らかな
いし、わずかな顆粒状突起がある。背面の地色は灰色がかった淡黄褐色から褐色で、通常逆V字型の暗色の斑紋が１
つか２つある他、しばしば背中線上に細い線か太い一対の縦条がある。虹彩は背側が金色で、腹側が褐色。指先に吸盤

がある。

ジョンストンコヤスガエル

学名：Eleutherodactylus johnstonei
英名：Johnstone's whistling frog, Lesser Antilles coqui
原産地と分布：レッサーアンティル諸島に広く分布する。バミューダ、

ブラジル、コロンビア、コスタリカ、ジャマイカ、パナマ、トリニダード・ト

バゴ、ベネズエラなどに外来種として定着している。

分類：カエル目ユビナガガエル科コヤスガエル属

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：コヤスガエル属の全

種（ただし幼生についてはカエル目全種）

特記事項 ：オタマジャクシの期間を持たず、湿った陸上に産卵して、小さなカエルが孵化してくる。おそらく、これまでに輸

入されたことはないが、レッサーアンティル諸島からの観葉植物などに混入するおそれがある。

四肢の指先には吸盤があり、
後足のみずかきは発達しない

写真： ©2011 Todd Pierson 
http://calphotos.berkeley.edu/cgi/img_query?enlarge=0000+0000+0311+3070

目立つ線のない個体 不明瞭な逆V字型の模様



形態的特徴：非常に小型のカエルで、頭胴長は1～3cm程度。背面の地色は赤色ないしオレンジ色がかった褐色で、明色
の縦条を持つ個体や、明色・暗色のまだら模様のある個体がいる。両眼の間に黒っぽい線があり、その前方は明色であ

る。虹彩は赤味が強い。指先に吸盤があり，吸盤や指の関節付近には小突起が目立つ。後足のみずかきは発達しない。

オンシツガエル

学名：Eleutherodactylus planirostris
英名：Greenhouse frog
原産地と分布：キューバを中心として、バハマ、ケイマン諸島、ター

クス・カイコス諸島に分布。外来種としてハワイ等に定着している。

分類：カエル目ユビナガガエル科コヤスガエル属

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：コヤスガエル属の全

種（ただし幼生についてはカエル目全種）

特記事項 ：オタマジャクシの期間を持たず、湿った陸上に産卵して、小さなカエルが孵化してくる。このため、温室の中で

増殖しうる。ハワイやキューバからの観葉植物などに混入するおそれがある。

両眼の間に黒っぽい線があり、
その前方は明色である。

四肢の指先には吸盤があり、
後足のみずかきは発達しない

写真： ©2010 Matthew Niemiller
http://calphotos.berkeley.edu/cgi/img_query?enlarge=0000+0000+0110+3604

写真： ©2010 Todd Pierson 
http://calphotos.berkeley.edu/cgi/img_query?enlarge=0000+0000+1210+2053

背面の左右に明色の
縦条を持つ個体

まだら模様の個体



形態的特徴：頭胴長5.4～7.5cm。メスの方がやや大きい。頭部も目も小さく、鼻先は丸い。ずんぐりした体型で皮膚は概
ね平滑、後肢は短くて貧弱である。四肢の指に小さい吸盤がある。背面の黒褐色と淡褐色（または淡橙色）の帯模様が

目立つ。背面の色は淡褐色、橙褐色などさまざまである。

アジアジムグリガエル

学名：Kaloula pulchra
英名：Banded Bullfrog
原産地と分布：中国南部からアジア熱帯域に広く分布。台湾北部に

持ち込まれて定着している。

分類：カエル目ジムグリガエル科ジムグリガエル属

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：アジアジムグリ

ガエル（ただし幼生についてはカエル目全種）

特記事項 ：アジアジムグリガエルは、東南アジアなどから輸入される観葉植物に混入するケースがしばしば見られる。

よって税関において注意すべき種であり、今後、混入による南日本への侵入・定着を警戒する必要がある。

ヒメアマガエル（在来種）

背面から見たところ

灰色っぽい個体

ずんぐりした体型で鼻先が丸い。
背面に独特な模様がある。

在来種のヒメアマガエルは本種にやや似ているが、

ヒメアマガエルの方がはるかに小型で頭部が小さ

く、指先に吸盤がない。

奄美以南の森林や水田では普通に見られる。

全ての写真提供：自然環境研究センター
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本属の個体を取り扱う際は各法令の規制を守りましょう。

オオサンショウウオ以外のオオサンショウウオ属
及び オオサンショウウオ属内の種間の交雑個体 ※1

１／３ページ

オオサンショウウオ属の種系統

オオサンショウウオ（Andrias）属

A. japonicus オオサンショウウオ

A. davidianus チュウゴクオオサンショウウオ

在来種 ＝文化財保護法に基づく特別天然記念物
生体のみ

外来種＝外来生物法（※３）に基づく特定外来生物
交雑個体を含む 生体のみ

※３ 正式名称は「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」

▼2019年より前の分類（１種のみ）

▼現在（2024年５月）の分類（少なくとも４種）

・世界最大の両生類で、全長150㎝以上のものも確認されている。

・長寿命で、飼育下では少なくとも60年生存した例がある。

・流水性で河川の上中流域に生息し、一生を水中で過ごす。

・肉食性で魚類、甲殻類、両生類、水生昆虫などを捕食する。

・繁殖期には強いオスが河川の巣穴を占拠し、そこに複数のメスが訪れ500個以上の卵を産出。

・オスは卵と幼生を保護する。

チュウゴクオオサンショウウオ × オオサンショウウオ
（交雑個体）

※４ 別名：タイリクオオサンショウウオ、シナハンザキ ※５ 日本で見つかっている個体の大部分はA. davidianus とその交雑個体

日本での野外分布原産地英名和名学名

近畿地方を中心に中部、
中国地方でも定着 ※５

中国Chinese giant salamander チュウゴク
オオサンショウウオ ※４

A. davidianus

確認なし中国South China giant 
salamander 

スライゴ
オオサンショウウオ

A. sligoi

確認なし中国Jiangxi giant salamanderなしA. jiangxiensis

確認なし中国Qimen giant salamanderなしA. cheni

分類：有尾目オオサンショウウオ科オオサンショウウオ属

未判定外来生物：なし
種類名証明書添付生物： オオサンショウウオ属の全種

オオサンショウウオ属の生物学的特徴

写真提供：自然環境研究センター

※1 政令上は、
「オオサンショウウオ属に属する種のうちオオサンショウウオ以外のもの」
「オオサンショウウオ属に属する種とオオサンショウウオ属に属する他の種の交雑により生じた生物」

として整理

＝種の保存法（※２）に基づく国際希少野生動植物種
交雑個体を除く 生死を問わない

※２ 正式名称は「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」



以下では、現在の分類におけるA. davidianus（チュウゴクオオサンショウウオ）、同種と在来種のオオサンショウウオ
の交雑個体と在来種間の判別ポイントを示します。 Hara et al. 2023. Zootaxa, 5369:42-56.参照

オオサンショウウオ交雑個体
チュウゴク

オオサンショウウオ
形態＼種類

褐色・黄色の地色褐色の地色灰色～黒色の地色体色（地色）

黒色の斑紋
褐色の斑紋・

下地より淡色の斑紋
淡色の斑紋体の斑紋

狭め広め広め頭部の幅

大きなイボが多い（ごつごつ）小さなイボが多いイボが少なく滑らか頭部背面

大きく
対にならない

小さく
対になるものが多い

非常に小さく
対になるものが多い

イボの形状

なし列状にならぶ列状にならぶ下顎のイボ

なし列状にならぶ列状にならぶ喉のイボ

短め長め長め尾の長さ

■背面の色彩

褐色の地色に黒い斑紋と下地より淡色の斑紋

褐色・黄色の地色に黒色の斑紋オオサンショウウオ

交雑個体

■頭部側面
灰色～黒色の地色に淡色の斑紋

写真提供：原 壮大朗
（当ページ全ての写真）

チュウゴクオオサンショウウオ

■形態の特徴まとめ

２／３ページ

交雑が進むにつれ外見での判別は難しくなります。確実な判別には遺伝子検査が必要です。

在来種は特別天然記念物です。また、外来種及び在来種（交雑個体を除く。）は国際希少野生動植物種です。

種の判別は慎重に行いましょう。



■頭部背面（上段） ・ 頭部背面のイボの拡大（下段）

■頭部腹面（下顎から喉にかけて）

チュウゴクオオサンショウウオ オオサンショウウオ交雑個体

チュウゴクオオサンショウウオ オオサンショウウオ交雑個体

喉に列状のイボがない

下顎にイボが列状にならぶ 下顎にイボが列状にならぶ 下顎に列状のイボがない

対になるイボが多い 対になるイボが多い イボは対にならない

写真提供：原 壮大朗（当ページ全ての写真）

イボはごく小さく、かつ少なくて滑らか 小さいイボが多い 大きいイボが多く、ごつごつ

特記事項： A. sligoi、 A. jiangxiensis 、A. cheni はA.davidianusとよく似るが、A. sligoi は鼻孔や眼の周囲のイボの

密度、体サイズなどから、A. jiangxiensisは頭部や下顎のイボが少ないことや前肢の指の長さなどから、

A. cheniは前肢の指の長さ、鼻孔や眼の周囲のイボの密度などからそれぞれ区別できる。

３種とも、オオサンショウウオとは頭部のイボの形態からそれぞれ区別できる。

喉にイボが列状にならぶ 喉にイボが列状にならぶ

３／３ページ
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